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［3］　研究成果の公表
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effects	on	atmospheric	heat	budget	over	the	East	China	sea	region	in	the	spring	season,	2011年度秋
季大会講演予稿集,	2011年11月16日～ 18日、名古屋大学東山キャンパス、421.
8.	 	富樫大生・中西裕治・高村民雄・鷹野敏明（千葉大）；	コヒーレント積分による	FALCON-I	データの	S/
N	比向上、日本大気電気学会第86回研究発表会、No.30、電気通信大学（東京都調布）2012年1月5日
建石隆太郎
1.	 	B.	Alsaaideh,	A.	Al-Hanbali	and	R.	Tateishi,	Extraction	of	mangrove	forests	using	MODIS	data	and	
DEM	in	coastal	area	of	Karachi,	Pakistan,	Proceedings	of	the	Remote	Sensing	Society	of	Japan,	pp.	
183-184,	May	26-27,	2011（東京）
2.	 	ミラン、建石隆太郎、PALSARデータによる森林抽出の可能性の検討、日本地球惑星科学連合大会、
ｐ.HTT034-05、2011年5月22日－27日（千葉）
3.	 	Xuehua	Chen,	Ryutaro	Tateishi,	Land	cover	mapping	middle-south	Asia	and	Philippines	using	MODIS	
2008	data,	JPGU	International	Symposium	2011,	HTT006-02,	May	22-27,	2011（千葉）
4.	 	Ts.	Enkhzaya	and	R.	Tateishi,	Mapping	of	cultivated	areas	 in	northern	Asia	using	MODIS	data,	
Proceedings	of	the	Remote	Sensing	Society	of	Japan,	pp.	225-226,	Hirosaki,	Japan,	November	10-
11,	2011（弘前）
5.	 	Mi	Lan,	Nguyen	Thanh	Hoan	and	Ryutaro	Tateishi,	An	improved	land	cover	classification	 in	 large	
area	 using	PALSAR	data,	Proceedings	 of	 the	Remote	Sensing	Society	 of	 Japan,	 pp.183-184,	
November	10-11,	2011（弘前）
6.	 	Kithsiri	Perera¹	and	Ryutaro	Tateishi,	Phenological	Assessment	of	Darling	River	claypan	lakes	using	
satellite	imagery,	Proceedings	of	Japan	Society	of	Photogrammetry	and	Remote	Sensing,	pp.39-42,	
October	20-21,	2011（大分）
久世宏明
1.	 	鈴木睦、眞子直弘、久世宏明、梶原康司、本郷千春、本多嘉明、遠藤貴宏、小川健一、短波長赤外ハ
イパースペクトルセンサーによる植生リモセンの検討、日本地球惑星科学連合2011年大会、2011年
5月22日～ 27日(千葉市）
2.	 	竹中栄晶、山本宗尚、早崎将光、樋口篤志、斎藤尚子、久世宏明、西尾文彦、高村民雄、福田悟、中
島映至、奥山新、高坂裕貴、中山隆一郎、大和田浩美、大野智生、４大学連携VL全球静止衛星デー
タに基づく放射収支の推定、日本地球惑星科学連合2011年大会、2011年5月22日～ 27日(千葉市）
3.	 	早崎将光、樋口篤志、久世宏明、菅田誠治、大原利眞、日本における大気汚染物質常時監視データ、
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日本地球惑星科学連合2011年大会、2011年5月22日～ 27日(千葉市）
4.	 	山本宗尚、樋口篤志、竹中栄晶、早崎将光、久世宏明、高村民雄、齋藤尚子、西尾文彦、4大学連携
VLで作成・公開された静止気象衛星データの概要と全球の雲活動特性解析、日本地球惑星科学連合
2011年大会、2011年5月22日～27日(千葉市）
5.	 	竹内延夫、野口和夫、久世宏明、赤外励起Yb：YAG結晶およびYb：ファイバーの緑色蛍光の考察、
47LST	応用物理学会　光波センシング技術研究会、2011年6月14日～15日（神楽坂）
6.	 	久世宏明、飯倉善和、衛星データの大気補正セミナー、リモートセンシング学会：評価・標準化研究
会（招待講演）、2011年8月12日（東京大学生産研究所）
7.	 	後藤裕太郎、齊藤隼人、馬渕佑作、Ilham	Alimuddin、原田一平、石橋利彦、辻本拓馬、齋藤尚子、
久世宏明、千葉市中央区におけるDOAS	法による二酸化窒素およびエアロゾルの長期観測、第17回
大気化学討論会、2011年10月18日～ 20日（宇治市）
8.	 	齊藤隼人、眞子直弘、馬渕佑作、後藤裕太郎、小山護哲、中郷敦、野口由太郎、矢吹正教、久世宏明、
多波長ライダーデータと複数の地上測器データを用いたエアロゾル・雲解析、第37回SICEリモート
センシングシンポジウム、2011年10月31日（南大沢）
9.	 	馬渕佑作、眞子直弘、後藤裕太郎、齊藤隼人、椎名達雄、久世宏明、後方散乱ライダーと長光路差分
吸収法による対流圏エアロゾルの同期観測、日本リモートセンシング学会第51回（平成23年度秋季）
学術講演会、2011年11月10日～ 11日（弘前市）
10.	 	劉キン、眞子直弘、久世宏明、地上計測エアロゾルデータを利用したMTSATの大気補正と大気情報
の取得、日本リモートセンシング学会第51回（平成23年度秋季）学術講演会、2011年11月10日～
11日（弘前市）
11.	 	Ilham	Alimuddin	and	Hiroaki	Kuze,	 Integrating	optical	 satellite	 images	and	DInSAR	processing	
technique	using	GIS	to	create	landslide	susceptibility	map、第3回GIS	Landslide研究集会（3rdGLM）、
2011年11月26日（つくば市）
12.	 	馬渕佑作、眞子直弘、齊藤隼人、Gerry	Bagtasa、竹内延夫、椎名達雄、久世宏明、対流圏エアロゾ
ルのPPI装置による水平分布観測、第19回SICEリモートセンシングフォーラム、2012年3月5日（東
京農業大学）
13.	 	遅雨嬋、後藤裕太郎、Gerry	Bagtasa、Ilham	Alimuddin、齋藤尚子、久世宏明、Observation	and	
model	studies	of	air	pollutant	distributions	in	Chiba	city、第19回SICEリモートセンシングフォー
ラム、2012年3月5日（東京農業大学）
14.	 	齊藤隼人、栗山健二、久世宏明、近赤外光の長光路伝搬による大気中二酸化炭素濃度計測装置の開発、
2012年春季第59回応用物理学関係連合講演会、2012年3月18日（早稲田大学）
15.	 	久世宏明、大気エアロゾルと微量気体の統合的光学計測、2012年春季第59回応用物理学関係連合講
演会、2012年3月18日（早稲田大学）
近藤昭彦
1.	 	近藤昭彦、山口英俊、早川敏雄、下条亮介（2011.9.23）：福島第一原発事故によって拡散した放射
性物質に起因する空間線量率の分布の特性、日本地理学会2011年度秋期学術大会（大分大学）
2.	 	Thanh	Duyen	Trinh	Thi,	Akihiko	Kondoh	(2011.5.25):	Distribution	of	crop	patterns	in	Mekong	delta	-	
Application	of	remote	sensing	-.	Japan	Geosciences	Union	Meeting	2011	(a	t	Makuhari)	
3.	 	Hailan	Li,	Akihiko	Kondoh	(2011.5.25):	Analyses	on	Cultivated	Land	Changes	in	North-East	China	by	
Satellite	Remote	Sensing,	Japan	Geosciences	Union	Meeting	2011	(a	t	Makuhari)	
4.	 	Lin	Huang,	Akihiko	Kondoh	 (2011.5.25):	The	changes	 in	water	area	and	wetland	vegetation	and	
water	pollution	in	Baiyangdian,	China.	Japan	Geosciences	Union	Meeting	2011	(a	t	Makuhari)	
5.	 	シャオケイテイアジ、近藤昭彦（2001.5.24）：中国、新疆における食糧生産の時空間変化とその要
因に関する研究、日本地球惑星科学連合大会2011（幕張メッセ）
6.	 	朴慧美、孫バイ、近藤昭彦、開發一郎（2011.5.24）：新疆ウィグル自治区における降水特性と土壌
水分の時空間変動に関する研究、日本地球惑星科学連合大会2011（幕張メッセ）
7.	 	安次嶺一磯、相馬成樹、近藤昭彦（2011.5.24）：リモートセンシングとGIS	による生物の生息環境に関
するマクロ解析－アライグマとカミツキガメを例として－、日本地球惑星科学連合大会2011（幕張メッ
セ）
8.	 	相馬成樹、安次嶺一磯、近藤昭彦（2011.5.24）：リモートセンシングによる谷津田の土地利用変化
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に関する研究－北総台地における谷津田の耕作放棄地の実態－、日本地球惑星科学連合大会2011（幕
張メッセ）
9.	 	近藤昭彦・小林達明・鈴木弘行（2012.3.28）：放射能汚染と地理学－汚染の分布をいかに地図化す
るか－、日本地理学会シンポ	ジウム「東日本大震災と地理学－ハザードマップを再考する－」（首都
大学東京）
本多嘉明
1.	 	小山崇夫、金子隆之、大湊隆雄、渡邉篤志、武尾実（東大地震研）、柳澤孝寿（海洋研究開発機構）、
橋本武志（北海道大学）、本多嘉明（千葉大学）、無人ヘリを用いた霧島山・新燃岳周辺における繰
り返し空中磁気測量、2011	年度	Conductivity	Anomaly	研究会プログラム	「地震・火山噴火予知のた
めの地球電磁気学の新展開　海域・陸域およびその境界域での3次元構造探査の高度化とモニタリン
グ」、2011年12月13日-14日（東京都）
2.	 	金子隆之、大湊隆雄、小山崇夫、武尾実、渡邉篤志、青木陽介、安田敦、嶋野岳人、柳澤孝寿、本多
嘉明、無人ヘリによる霧島新燃岳の観測：概要と火口近傍域の空撮、日本火山学会2011年度秋季大
会、受付番号　11161231、2011年10月2日-4日（北海道旭川）
3.	 	Y.	Honda、Development	of	Validate	Methodology	for	Atmospheric	Corrected	Reflectance	Over	Land、
平成23年度地球環境観測ミッション合同PIワークショップ、2012年1月17日-20日（東京都）
4.	 	梶原康司、本多嘉明（千葉大学環境リモートセンシング研究センター）、人工衛星光学センサによる
植生物理量の計測アルゴリズムの開発について、2010・2011年度情報技術センター研究・開発報告
会、2012年2月18日（東京都）
樋口篤志
1.	 	竹中栄晶、山本宗尚、早崎将光、樋口篤志、斎藤尚子、久世宏明、西尾文彦、高村民雄、福田悟、中
島映至、奥山新、高坂裕貴、中山隆一郎、大和田浩美、大野智生、4大学連携VL全球静止衛星データ
に基づく放射収支の推定、日本地球惑星科学連合2011年大会、ACG032-14、2011年5月20日-25日
（千葉市）
2.	 	山本宗尚、樋口篤志、竹中栄晶、早崎将光、久世宏明、高村民雄、齋藤尚子、西尾文彦、4大学連携
VLで作成・公開された静止気象衛星データの概要と全球の雲活動特性解析、日本地球惑星科学連合
2011年大会、AC032-P11、2011年5月20日-25日（千葉市）
3.	 	早崎将光、樋口篤志、久世宏明、菅田誠治、大原利眞、日本における大気汚染物質常時監視データ、
日本地球惑星科学連合2011年大会、ACG032-P10、2011年5月20日-25日（千葉市）
4.	 	樋口篤志、黒崎泰典、田中賢治、NOAA/AVHRR	Daily-PAL	再補正データセット、日本地球惑星科学
連合2011年大会、ACG032-P04、2011年5月20日-25日（千葉市）
5.	 	飯島雄、近藤昭彦、樋口篤志、黒崎泰典、熱帯スリランカにおけるパン蒸発量の長期変動とその変動
要因に関する考察、水文・水資源学会2011年度研究発表会、P92、2011年8月30日-9月1日（宇治市、
京都府）
6.	 	松本崇嗣、山本宗尚、樋口篤志、静止気象衛星より得られた熱帯海岸域での対流雲の伝播距離、日本
気象学会2011年秋季大会、B152、2011年11月16日-18日（名古屋市）
7.	 	山本宗尚、綱島小也香、樋口篤志、早崎将光、篠田太郎、増永浩彦、坪木和久、衛星データを用いた
沖縄周辺域の梅雨期降水に対する雲解像モデル結果の検討、日本気象学会2011年秋季大会、P343、
2011年11月16日-18日（名古屋市）
ヨサファット　テトォコ　スリ　スマンティヨ
1.	 	Yohandri,	 I.	Firmansyah,	J.T.	Sri	Sumantyo	and	H.	Kuze,	 "Development	of	CP-SAR	Sensor	onboard	
Unmanned	Aerial	Vehicle,"	A18,	p.	45,	Proceedings	of	the	50th	Spring	Conference	of	The	Remote	
Sensing	Society	of	Japan,	26-27	May	2011	(Nihon	University	:	Japan)
2.	 	Firmansyah,	Yohandri,	P.R.	Akbar,	J.T.	Sri	Sumantyo,	and	H.	Kuze,	"Simulation	of	FPGA-based	Chirp	
Generator	using	First	Quadrant	DDS	for	Circularly	Polarized	Synthetic	Aperture	Radar,"	B6,	p.	61,	
Proceedings	of	the	50th	Spring	Conference	of	The	Remote	Sensing	Society	of	Japan,	26-27	May	
2011	(Nihon	University	:	Japan)
3.	 	K.	Osa,	J.T.	Sri	Sumantyo	and	F.	Nishio,	 "A	microwave	measurement	method	of	complex	dielectric	
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constants	and	its	application	to	snow	and	ice	monitoring,"	U11,	p.	161,	Proceedings	of	the	50th	Spring	
Conference	of	The	Remote	Sensing	Society	of	Japan,	26-27	May	2011	(Nihon	University	:	Japan)
4.	 	J.	T.	Sri	Sumantyo,	"Development	of	CP-SAR	UAV	for	microsatellite	ground	test,"	MSD004-13,	p.56,	
Japan	Geoscience	Union	(JpGU)	Meeting	2011	-	JpGU	International	Symposium	2011,	May	22	-	27,	
2011	(Makuhari	:	Japan)
5.	 	Iman	Firmansyah,	Bambang	Setiadi,	 J.T.	Sri	Sumantyo,	and	Hiroaki	Kuze,	 "Chirp	Signal	Simulation	
for	Circularly	Polarized	Synthetic	Aperture	Radar,"	A10,	pp.	29-30,	Proceedings	of	the	51th	Autumn	
Conference	of	The	Remote	Sensing	Society	of	Japan,	10-11	November	2011	(Hirosaki	University	:	Japan)
6.	 	Luhur	Bayuaji,	Bambang	Setiadi,	and	J.T.	Sri	Sumantyo,	 "Continuous	Monitoring	of	Metropolitan	
City	Land	Deformation	by	DInSAR	Technique	on	L,	C	and	X-band	SAR	Data,	Case	Study	 :	Jakarta	
City,	Indonesia,"	SANE2011-134,	pp.41-46,	IEICE	Technical	Report	Vol.	111,	No.	355,	SANE2011-
127-SANE2011-140,	December	16,	2011	(Tokyo	:	Japan)
7.	 	Bambang	Setiadi,	J.T.	Sri	Sumantyo,	and	Hiroaki	Kuze,	 "GPU	Based	Chirp	Scaling	Algorithm	for	
SAR	Processing,"	SANE2011-134,	pp.77-79,	IEICE	Technical	Report	Vol.	111,	No.	355,	SANE2011-
127-SANE2011-140,	December	16,	2011	(Tokyo	:	Japan)
梶原康司
1.	 	K.	Kajiwara、Development	of	Above	Ground	Biomass	Estimation	Algorithm、平成23年度地球環境観
測ミッション合同PIワークショップ、2012年１月17日-20日（東京都）
2.	 	梶原康司・本多嘉明（千葉大学環境リモートセンシング研究センター）、人工衛星光学センサによる
植生物理量の計測アルゴリズムの開発について、2010・2011年度情報技術センター研究・開発報告
会、2012年２月18日（東京都）
本郷千春
1.	 	細野賢人、本郷千春、MODIS/Aqua	LSTデータを用いた千葉県における樹種の違いと地表面温度の関
係、日本リモートセンシング学会第51回学術講演会、209-210,	2011
2.	 	若松朋亨、本郷千春、丹羽勝久、Landsatデータによる農耕地土壌炭素貯留量の解析、日本リモート
センシング学会第51回学術講演会、199-200,	2011
3.	 	古川隆朗、本郷千春、吉田貢士、牧雅康、本間香貴、他４名、西ジャワにおけるLAIと水稲生産量の
関係、日本リモートセンシング学会第51回学術講演会、141-142,	2011
4.	 	四方涼平、本郷千春、丹羽勝久、牧雅康、吉田貢士、他４名、土壌タイプ別の水稲生産量とSPOTデー
タの関係、日本リモートセンシング学会第51回学術講演会、135-136,	2011
5.	 	粕谷真史、本郷千春、西ジャワ地域におけるASTER	GDEMと現地計測データとの比較、日本リモー
トセンシング学会第50回学術講演会、170-171,	2011
6.	 	若松朋亨、本郷千春、ランドサットTMデータを用いた土壌炭素量の推定、日本リモートセンシング
学会第50回学術講演会、257-258,	2011
7.	 	鈴木睦、眞子直弘、久世宏明、梶原康司、本郷千春、他３名、短波長赤外ハイパースペクトルセンサー
による植生リモセンの検討、日本地球惑星科学連合2011年大会、MSD004-P01,	2011
齋藤尚子
1.	 	齋藤尚子１、新美宏昭１＊、那須侑子２、東野美和２、林田佐智子２、今須良一３、塩見慶４、松枝
秀和５、町田敏暢６（１千葉大CEReS、*現　日立製作所、２奈良女子大、３東大AORI、４JAXA/
EORC、５気象研究所、６国立環境研究所）、GOSAT/TANSO-FTSの熱赤外バンドによる温室効果ガ
ス観測について、第17回大気化学討論会、京都、2011年10月18～20日
2.	 	齋藤尚子(千葉大環境リモートセンシング研究センター）、今須良一(東大気候システム研究セン
ター）、塩見慶(JAXA/EORC）、GOSAT/TANSO-FTSによるCO2濃度鉛直分布の観測、2011年度日本
気象学会秋季大会、名古屋,	2011年11月16～18日
【国際会議】
高村民雄
1.	 	Khatri,	P.,	T.	Takamura,	A.	Yamazaki,	and	Y.	Kondo,	2011:	Use	of	spectral	irradiances	measured	at	
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surface	of	SKYNET	sites	to	study	aerosol	optical	properties	and	aerosol	direct	effects,	WCRP	Open	
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